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 ※令和２年（2020 年）まで国勢調査による実績値 

 ※令和７年（2025 年）以降は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（令和５年推計）」より作成 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                姫路市版「地域の未来予測」（令和６年２月）P.4 から引用 
 

 

 H27 H28 H29 H30 R１ R２ R３ R４ R５ R６ 

人口 535,664 534,452 532,994 531,298 530,363 530,495 527,409 525,044 522,328  

伸び率 0.2% △0.2% △0.3% △0.3% △0.2% 0.0% △0.6% △0.5% △0.5%  

※平成 27 年、令和２年は、総務省「国勢調査」による数値 

※国勢調査以外の年は、各年 10 月 1日現在の推計人口 

 

 

 

 
平成 22 年 

2010 年 

平成 27 年 

2015 年 

令和２年 

2020 年 

令和７年 

2025 年 

令和 12 年 

2030 年 

令和 17 年 

2035 年 

令和 22 年 

2040 年 

令和 27 年 

2045 年 

姫路市 536,270 535,664 530,495 519,967 506,147 490,585 473,452 455,255 

伸び率 0.0% △0.1% △1.0% △2.0% △2.7% △3.2% △3.6% △4.0% 

１ 姫路市の人口   

（１）姫路市の人口の推移 

○ 「姫路市版『地域の未来予測』（令和６年２月）」によると、今後、本市の総人口は減少が続

き、年少人口（０～１４歳）と生産年齢人口（１５～６４歳）は、それぞれ総数、割合ともに

減少する。 

〇 一方、老年人口（６５歳以上）は、総数、割合ともに増加する。 

〇 姫路市の人口は、令和 17年には 50万人を切ると予測されている。 

◆「姫路市版『地域の未来予測』（令和６年２月）における将来推計人口」 

◆「姫路市統計情報による人口推移（令和 6年 10 月現在）」 

姫路市の現状 

資料７ 
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                     （姫路市「姫路市統計情報」、姫路市教育委員会「姫路市の教育」） 

 

※ 各年度の園数、学級数、園児数は、５月１日現在の数（「姫路市の教育」） 

    

    

 

 

 

 

 

 
  

 

                                        （姫路市教育委員会「姫路市の教育」） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

園 数 
36 35 35 

休園 1 

34 

休園 1 

33  

休園 1 

 

学級数合計 87 86 78 75 75  

５歳児クラス 44 50 44 41 33  

４歳児クラス 41 28 26 26 32  

３歳児クラス 2 8 8 8 10  

園児数合計 1,730 1,639 1,310 1,185 1,099  

５歳児在園者数 865 1,017 814 695 515  

４歳児在園者数 825 464 351 342 402  

３歳児在園者数 40 158 145 148 182  

 小学校 
（義務教育学校前期課程を含む） 

中学校 
（義務教育学校後期課程を含む） 

年度 
対前年増減数 普通学級数 対前年増減数 普通学級数 

児童数 特別支援学級数 生徒数 特別支援学級数 

R１ 
△241 

29,508 

1,004 

166 

△196 

14,066 

400 

67 

R２ 
△333 

29,175 

989 

171 

△85 

13,981 

397 

60 

R３ 
△455 

28,720 

971 

172 

△15 

13,966 

396 

64 

R４ 
△407 

28,313 

953 

180 

△152 

13,814 

385 

71 

R５ 
△507 

27,806 

944 

192 

△166 

13,648 

381 

80 

R６ 
 

 

   

２ 市立学校園の幼児・児童・生徒数   

（１）幼稚園園児数等の推移 

○ 幼稚園の学級数は、３歳児クラスについては増加しているが、５歳児、４歳児、３歳児クラ

スの合計は年々減少している。 

○ 幼稚園の園児数の合計は年々減少傾向である。 

（２）小・中・義務教育学校の児童生徒数等の推移 

○ 小学校の児童数は年々減少し、令和６年度は令和元年度より●人減少している。 

○ 小学校の学級数については、令和元年度から令和６年度にかけて、普通学級は●学級減、特

別支援学級は●学級増加している。 

○ 中学校の生徒数は年々減少し、令和６年度は令和元年度より●人減少している。 

○ 中学校の学級数については、令和元年度から令和６年度にかけて、普通学級は●学級減少、

特別支援学級は●学級増加している。 
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（姫路市教育委員会「姫路市の教育」） 

 

 R1 年度 R2 年度 R3 年度 R4 年度 R5 年度 R6 年度 

学校数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ 

学級数 57 57 56 55 54  
対前年増減数 

生徒数 
△36 

2,263 

4 

2,267 

△59 

2,208 

△46 

2,162 

△38 

2,124 

 

 

※ 各年度の学級数、生徒数は、5月 1日現在の数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

（姫路市教育委員会「姫路市の教育」） 
 R１年度 R２年度 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 

学級数合計 32 38 40 37 37  
 小学部 12 16 16 14 12  

中学部 9 11 13 12 14  

高等部 11 11 11 11 11  

児童生徒数合計 83 93 97 82 84  
 小学部 34 44 37 33 28  

中学部 25 27 36 27 33  

高等部 24 22 24 22 23  

※ 各年度の学級数、児童生徒数は、5月 1日現在の数 
 

 

 

 

 

 

（３）市立高等学校の生徒数等の推移 

○ 市立高等学校の学級数は、姫路高校 18学級、琴丘高校 18 学級、飾磨高校 18学級（令和６年

度）。琴丘高校は、令和３年度から３年をかけて１学級ずつ減っている。（20→18） 

○ 市立高等学校は、平成 15年にそれぞれ特色あるコースを設置している。 

○ 平成 27 年度に、姫路高校のサイエンスキャリアコースを探究科学コースに改編している。 

○ 平成 27 年度入学者選抜から、市立高校の通学区域は従来の姫路・福崎学区と西播学区を統合

した第４学区となっている。選抜方式は全日制普通科（単位制を含む）と総合学科 22 高校によ

る複数志願選抜で行っている。 

（４）特別支援学校における児童生徒数等の推移 

○ 姫路市立特別支援学校である書写養護学校の学級数及び児童生徒数は、ほぼ横ばいである。 
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（姫路市教育委員会「姫路市の教育」） 

 

■ 特別支援学級在籍児童数（小学校）    ■ 特別支援学級在籍生徒数（中学校） 

 

※ 知的…知的障害、肢体…肢体不自由、言語…言語障害、自・情…自閉症・情緒障害を指す。 

 

   ■ 特別支援学級数の推移 

 

 

 

 

 
   ※ 各年度の学級数、児童生徒数は、5月 1日現在の数 

※ 小学校には義務教育学校前期課程を含む。中学校には義務教育学校後期課程を含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 R１ R２ R３ R４ R５ R６ 

知的 255 263 292 315 345  

肢体 18 19 19 19 16  

病弱 6 8 6 5 5  

弱視 1 3 4 1 1  

難聴 6 5 7 5 7  

言語 0 0 0 0 0  

自・情 314 356 365 437 508  

合計 600 654 693 782 882  

 R１ R２ R３ R４ R５ R６ 

知的 95 85 78 101 123  

肢体 3 1 1 4 6  

病弱 0 1 4 6 6  

弱視 1 0 0 1 1  

難聴 2 1 2 3 3  

言語 0 0 0 0 0  

自・情 89 104 137 162 178  

合計 190 192 222 277 317  

 R１ R２ R３ R４ R５ R６ 

小学校 166 171 172 180 192  

中学校 67 60 64 71 80  

合計 233 231 236 251 272  

○ 姫路市の小・中学校における特別支援学級在籍者は、年々増加傾向である。 

○ 特別支援学級在籍者について、令和元年度と令和６年度を比較すると、小・中学校ともに知

的障害、自閉症・情緒障害の児童生徒が●●している。 

○ 姫路市の特別支援学級数について、令和元年度と令和６年度を比較すると、小・中学校とも

に●●傾向である。 

（５）姫路市における特別支援学級在籍児童生徒数等の推移 
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（文部科学省「平成 30 年度全国学力・学習状況調査」） 

 

 

 

 

 

 

※ 姫路市の平均正答率を県、国と比較したもの 

※ 令和２年度は、新型コロナウイルス感染症にかかる学校教育への影響等を考慮し、未実施 

   ※ 小学校６年生には義務教育学校６年生を含む。中学校３年生には義務教育学校９年生を含む。 

 

 

区分 比較対象 
令和１年度 

小学校６年生 

令和２年度 

小学校６年生 

令和３年度 

小学校６年生 

令和４年度 

小学校６年生 

令和５年度 

小学校６年生 

国語 
県 -3 - -3 -1 -3 

国 -5 - -4 -2 -3 

算数 
県 -2 - -2 -2 -2 

国 -2 - -1 -1 -2 

理科 
県 - - - ±0 - 

国 - - - ±0 - 

区分 比較対象 
令和１年度 

中学校３年生 

令和２年度 

中学校３年生 

令和３年度 

中学校３年生 

令和４年度 

中学校３年生 

令和５年度 

中学校３年生 

国語 
県 -2 - -1 ±0 -1 

国 -2 - -2 ±0 -2 

数学 
県 -1 - -1 ±0 -1 

国 1 - ±0 2 ±0 

英語 
県 -1 - - - -1 

国 1 - - - ±0 

理科 
県 - - - ±0 - 

国 - - - ±0 - 

３ 教科に関する調査  （全国学力・学習状況調査） 

◆ 小学校６年生の調査結果 

（１）全国や兵庫県と比較した姫路市の教科に関する調査結果の推移 

○ 教科に関する調査のそれぞれの項目について、全国や兵庫県と姫路市の状況を比較すると、

小学校では、国語、算数ともに国、県の平均正答率をやや下回っている。 

○ 教科に関する調査のそれぞれの項目について、全国や兵庫県と姫路市の状況を比較すると、

中学校では、国語において国、県をやや下回り、数学においては県をやや下回っているが、国

との比較では同等の結果がみられる。 

○ 英語、理科も含め、どの調査においても、国、県と比べ±５ポイントの範囲にあり、大きな

差は見られない。 

◆ 中学校３年生の調査結果 
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                     （文部科学省「令和 4・5年度全国学力・学習状況調査」） 

   

   
 

   
 

   
 

 
（文部科学省「令和 5年度全国学力・学習状況調査」） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

４ 意識に関する調査 （全国学力・学習状況調査） 

（１）全国や兵庫県と比較した姫路市の教科に関する児童生徒の意識 

（２）姫路市における児童生徒の意識調査の結果 

○ 国語、算数・数学、理科に関する児童生徒の意識について、全国の傾向と同じ傾向がみられる。

児童生徒の意識の中では「教科の勉強は好きですか」という割合は、「国語、算数、数学、理科とい

った教科の勉強は大切だと思いますか」に対して低い傾向である。 

○「学校に行くのは楽しいと思いますか」の項目について、80％以上の小学校、中学校の児童生徒が

肯定的な回答をしている。 

◆ 国語に関する児童の意識（小学生、令和 5 年度） ◆ 国語に関する生徒の意識（中学生、令和 5 年度） 

◆ 数学に関する生徒の意識（中学生、令和 5 年度） ◆ 算数に関する児童の意識（小学生、令和 5 年度） 

◆ 「学校に行くのは楽しいと思いますか」（小学生） ◆ 「学校に行くのは楽しいと思いますか」（中学生） 

◆ 理科に関する児童の意識（小学生、令和 4 年度） ◆ 理科に関する生徒の意識（中学生、令和 4 年度） 
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 （文部科学省「令和 5年度全国学力・学習状況調査」） 
 

 

 
 
 

 

（文部科学省「平成 25 年度・平成 30 年度・令和 5年度 全国学力・学習状況調査」） 

 

 

 
 

 

 

 
 
※ 全国学力・学習状況調査の児童生徒質問紙より項目を抜粋 

※ 小学校６年生には義務教育学校６年生を含む。中学校３年生には義務教育学校９年生を含む。 

 

 

自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか 
※本項目は令和３年度からの新規項目であるため、 

文部科学省「令和 3～5 年度 全国学力・学習状況調査」に基づいて作成 

５ 道徳性に関する調査 （全国学力・学習状況調査） 

（１） 姫路市と全国との道徳性に関する意識の比較 

いじめはどんな理由があってもいけないことだと思いますか 人の役に立つ人間になりたいと思いますか 

自分にはよいところがあると思いますか 

○ 令和５年度道徳性に関する意識の比較の項目については、姫路市と全国を比較すると、肯定的な回

答をした児童生徒の割合は、ほぼ同じ傾向である。しかしながら「自分にはよいところがあると思い

ますか」といった自尊感情に関する項目と「自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか」

といった多様性に関する項目は、肯定的な回答をした児童生徒の割合が他の項目と比べ、低い傾向で

ある。 

小学校６年生 中学校３年生 

（２） 姫路市における児童生徒の意識の変化 
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（文部科学省「令和 4年度児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」、姫路市「令和 6年度学校園教育指針」） 

（令和 4年度件数） 

     

※いじめ認知件数は、公立学校の数値（国立、私立を除く） 

※不登校児童生徒数は、姫路市は公立学校の数値、兵庫県と全国は国・公・私立の数値 

※小学校には義務教育学校前期課程を含む。中学校には義務教育学校後期課程を含む。 
 
 

 

 

 
 

 

 
   
 ※小学校には義務教育学校前期課程を含む。中学校には義務教育学校後期課程を含む。 

 

 

 

 

 

 

いじめ認知件数 姫路市 
1000 人 

当たり

(件) 

前年比 兵庫県 
1000 人 

当たり

（件） 

前年比 全国 
1000 人 

当たり

（件） 

前年比 

小学校 1,101 38.9 7.70 22,924 83.8 8.50 545,958 89.8 9.10 

中学校 638 46.2 8.90 5,607 42.8 4.40 108,335 36.5 4.60 

不登校児童生徒数 姫路市 

全児童生

徒数に占

める割合

（％） 

前年比 兵庫県 

全児童生

徒数に占

める割合

（％） 

前年比 全国 

全児童生

徒数に占

める割合

（％） 

前年比 

小学校 631 2.23 0.67 4,938 1.80 0.48 104,265 1.72 0.40 

中学校 1,080 7.82 0.81 9,239 7.06 1.24 185,810 6.27 1.01 

６ 問題行動・いじめ・不登校の件数  

（１） 姫路市と全国及び兵庫県との比較 

①問題行動件数の推移 

○ いじめ認知件数について、令和 4年度調査における姫路市の件数は 1000 人当たりで比較する

と、小学校では全国及び兵庫県を下回り、中学校では全国及び兵庫県を上回る。 

○ 不登校児童生徒数について、令和 4 年度調査における姫路市の件数は全児童生徒数に占める

割合で比較すると、全国及び兵庫県を上回る。 

■問題行動件数 

刑法犯行為（暴力・窃盗・万引き等）、ぐ犯・不良行為（家出・

飲酒・喫煙、薬物乱用等）、無免許運転の合計件数 

■いじめの定義 

児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍して

いる等当該児童生徒と一定の人的関係のある他の児童生徒が行

う心理的又は物理的な影響を与える行為（インターネットを通

じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった

児童生徒が心身の苦痛を感じているもの。 

■不登校の定義 

年度間に 30 日以上欠席した児童生徒のうち、「何らかの心理

的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により、児童

生徒が登校しないあるいはしたくともできない状況にある者

（ただし、「病気」や「経済的な理由」による者を除く）」をい

う。 

②いじめ認知件数の推移 

③不登校児童生徒数の推移 

（２） 姫路市における問題行動件数・いじめ認知件数・不登校児童生徒数の推移 
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（文部科学省「令和 5年度全国児童生徒体力・運動能力調査」） 

小５男子（H30) 握力 
上体起こ

し 

長座体前

屈 

反復横と

び 

20m シャ

トルラン 
50m 走 

立ち幅跳

び 

ソフトボ

ール投げ 

姫路市 15.26 18.00 30.93 39.55 41.58 9.47 151.96 19.66 

兵庫県（比較） 15.63 ▼ 18.64 ▼ 32.54 ▼ 39.55 〇 45.71 ▼ 9.71 〇 151.61〇 20.75 ▼ 

全国（比較） 16.13 ▼ 19.00 ▼ 33.99 ▼ 40.61 ▼ 46.91▼ 9.48 〇 151.16〇 20.51 ▼ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※平均値と同じ又は上回っている場合は○、平均値を下回っている場合は▼で表示 

 

 

 
 

（姫路市教育委員会「姫路市学校保健関係年報」） 

H30 R5 傾向 H30 R5 傾向 H30 R5 傾向 H30 R5 傾向

小５男子 15.88 15.26 ↘ 小５男子 19.36 18.00 ↘ 小５男子 30.78 30.93 ↗ 小５男子 40.37 39.55 ↘

小５女子 15.52 14.90 ↘ 小５女子 18.50 16.76 ↘ 小５女子 34.54 34.82 ↗ 小５女子 38.51 37.82 ↘

中２男子 28.46 29.02 ↗ 中２男子 25.90 24.54 ↘ 中２男子 39.30 39.61 ↗ 中２男子 52.08 50.52 ↘

中２女子 23.40 22.91 ↘ 中２女子 21.93 20.49 ↘ 中２女子 42.65 41.43 ↘ 中２女子 47.25 45.21 ↘

H30 R5 傾向 H30 R5 傾向 H30 R5 傾向 H30 R5 傾向

小５男子 52.84 41.58 ↘ 小５男子 9.29 9.47 ↘ 小５男子 152.86 151.96 ↘ 小５男子 22.65 19.66 ↘

小５女子 42.84 32.02 ↘ 小５女子 9.56 9.79 ↘ 小５女子 145.76 143.18 ↘ 小５女子 12.83 12.02 ↘

中２男子 84.42 76.80 ↘ 中２男子 8.04 8.05 ↘ 中２男子 195.16 185.39 ↘ 中２男子 19.72 21.00 ↗

中２女子 59.13 52.00 ↘ 中２女子 8.92 8.90 ↗ 中２女子 167.07 165.97 ↘ 中２女子 11.39 11.76 ↗

長座体前屈 反復横跳び

立ち幅跳び ソフトボール投げ（ハンドボール投げ）

握力 上体起こし

20mシャトルラン 50ｍ走

 
 

 

 

 

 

小５女子（H30) 握力 
上体起こ

し 

長座体前

屈 

反復横と

び 

20m シャ

トルラン 
50m 走 

立ち幅跳

び 

ソフトボ

ール投げ 

姫路市 14.90 16.76 34.82 37.82 32.02 9.79 143.18 12.02 

兵庫県（比較） 15.45 ▼ 17.45 ▼ 36.86 ▼ 37.27 〇 34.50 ▼ 9.73 ▼ 143.72▼ 12.77 ▼ 

全国（比較） 16.02 ▼ 18.05 ▼ 38.47 ▼ 48.74 ▼ 36.81 ▼ 9.71 ▼ 144.34▼ 13.22 ▼ 

中２男子（H30) 握力 
上体起こ

し 

長座体前

屈 

反復横と

び 

20m シャ

トルラン 
50m 走 

立ち幅跳

び 

ハンドボ

ール投げ 

姫路市 29.02 24.54 39.61 50.52 76.80  8.05 185.39 21.00 

兵庫県（比較） 28.28 〇 25.18 ▼ 41.48 ▼ 50.79 ▼ 78.22 ▼ 8.02 ▼ 194.22▼ 19.75 ▼ 

全国（比較） 28.98 〇 25.71 ▼ 44.04 ▼ 51.19 ▼ 77.76 ▼ 8.01 ▼ 196.97▼ 20.32 ▼ 

中２女子（H30) 握力 
上体起こ

し 

長座体前

屈 

反復横と

び 

20m シャ

トルラン 
50m 走 

立ち幅跳

び 

ハンドボ

ール投げ 

姫路市 22.91 20.49 41.43 45.21 52.00  8.90 165.97 11.76 

兵庫県（比較） 22.85 〇  21.01 ▼ 44.17 ▼ 45.43 ▼ 51.01 〇 8.94 〇 165.24〇 12.07 ▼ 

全国（比較） 23.12 ▼  21.53 ▼ 46.26 ▼ 45.65▼ 50.46 〇 8.95 〇 166.21▼ 12.36 ▼ 

７ 新体力テストの結果 

（１）姫路市と全国及び兵庫県との新体力テスト平均値の比較 

（２）姫路市における新体力テスト平均値の変化 

○ 新体力テストに関するそれぞれの項目について、令和５年度調査における姫路市と全国及び

兵庫県を比較すると、小学生、中学生ともに、全ての項目で全国及び県平均と同程度か下回る

傾向である。 

○ 新体力テストに関するそれぞれの項目について、姫路市における平成 30 年度調査と令和 5年

度調査を比較すると、小学生、中学生とも多くの項目で数値が下がる傾向である。 
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（姫路市「姫路市統計情報」、姫路市教育委員会「姫路市の教育」） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
※休館【R2 年度】R2.3.5～R2.5.31          ※休館【R2 年度】R2.3.5～R2.5.31 

【R3 年度】R3.4.25～R3.5.11             【R3 年度】R3.4.25～R3.5.11 

 

 

 
（姫路市教育委員会「姫路市の教育」） 

※教育委員会所管のみ  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 社会教育関連施設の利用状況 

（１）姫路市の社会教育関連施設の利用者数 

（２）姫路市の野外活動センター、青少年センターの利用者数 

※休場 

【R2 年度】R2.4.9～R2.5.31 

【R3 年度】R3.4.25～R3.5.11 

ただし、青少年キャンプ場のうち、そうめん

滝キャンプ場は上記期間に加えて R4.5～ナ

ラ枯れ及び施設の老朽化により休場。太尾キ

ャンプ場は、R2 年度・R3 年度の全期間休場。 

 

※廃止 

青少年キャンプ場のうちそうめん滝キャン

プ場は R6.3 廃止。 

梯野外活動センターは R5.3 廃止。 

※休館 

【R2 年度】R2.3.2～R2.6.24 

【R3 年度】R3.4.25～R3.5.11 

○ 各施設とも、新型コロナウイルス感染症感染拡大予防のための休館及びコロナ禍の影響に

よる利用者の減少があったが、徐々に回復傾向にある。 
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（姫路市教育委員会「姫路市の教育」） 

〔城内図書館、14 分館、移動図書館等〕 

 

 
 

※コロナウイルス感染症感染拡大予防のため全館休館：R2.3.13～R2.5.31(R2 年度)，R3.4.25～R3.5.11(R3 年度) 
  （うち、R2.3.13～R2.4.15，R2.5.26～R2.5.31 及び R3.4.25～R3.5.11 は、予約本の貸出のみ実施） 

 

 

 

 

 

 

９ 図書館の利用状況 

（１）姫路市立図書館における貸出人員数と貸出冊数 

○ 図書館の貸出人員・貸出冊数については、コロナ禍の影響により令和２年度は大幅に減少し

たが、徐々に回復してきている。 

〇 令和５年３月１日に電子図書館の運用及び電子書籍の貸し出しサービスを開始した。 
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 （姫路市教育委員会「姫路市の教育」） 

 

  
 

  

 
（姫路市教育委員会「姫路市の教育」） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

10 文化財・蔵書数等 

（１）姫路市における指定等文化財数及び城郭研究に関わる所蔵書籍数の推移 

（２）姫路市立図書館における蔵書及び電子図書コンテンツ数の推移 

○ 指定等文化財については、積極的に保護し、令和５年現在では 342 件（世界遺産を除く）を

指定している。 

○ 城郭研究に関わる所蔵書籍数については、毎年収集を進め、令和５年現在 46,592 点を所蔵し

ている。 

○ 図書館蔵書数、電子図書コンテンツ数については、購入、整理等を実施しながら、計画的に

増加している。 


